日刊
2010/１２/２０　　第７４号

各校事務職員様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
連携会議事務局
図書費執行状況調査まとまりました
　お忙しい中での調査回答に感謝します。調査一覧表は会員のページに、校名・社名を伏せた一覧を「白書・提言」のページに掲載します。　さて、調査結果の概要をお伝えします。
執行に要する決議書枚数は表をご覧になってください。注目の図書納品状況ですが、「ほぼ全額分が一度に納入される」学校が１２校、「２回くらいに分割納入」が４校の計１６校です。この実態は、市教委の指示である「次回発注は前回発注完了後２週間空ける」と明らかに違います。学校が不適切なのではなく、「手続きが実態に合っていない」というのが事務局の見解です。この点については、連携議長が市の条例の調査をしているので、後日見解を掲載したいと思います。
さて、追加調査でバーコードシステムについて回答頂きましたが、こちらの方も興味深い内容でした。

まず、図書管理システムですが、厚田・浜益以外の全校に入っています。システムのメンテナンスは一校を除いてK社が行って（市教委との契約があるようですが、内容確認はしていません）います。一校は、T社がこの度の統合にあたり契約したようですが、この業者は市民図書館のシステムも受注しているとのことです。そこで、話題になっている、本に貼るバーコードですが、５０号でお知らせしたとおり一冊７３円で本単価に上乗せなのですが、この７３円にはバーコードと背表紙に貼る分類表とそれぞれに貼る透明シールの値段が合わせて７３円とのことです。したがって、ブックコートというカバーをかける場合はそのシールが不要になるので、その場合は６３円です。　　　　　　　　　　　　　　　　じゃあ
ブックコート代はどうなっているのかというと、ブックコートしている学校の多くは材料を別に購入して職員やPTAボランティアが作業をおこなっていますが、業者でやってくれるところもあります。その中身が多岐に渡っており、だいたい次のとおりです。
①コート紙＋作業料で１冊８０円。ロールコート紙などを別購入して、作業だけやってもらうと３０円。

②H社の場合は本の単価の５％で仕上げ納品してくれる。
③先ほどのT社は本単価の５％でバーコードとブックコート仕上げ納品してくれる。

などです。複雑ですね。

それとやはり５０号でお示ししたナゾについてもかなり解けたので、この際お知らせします。まずナゾについてもう一度。

次のページに回答を記載します。

市教委の回答の根拠は次の一文にありました。

これは、地方自治制度研究会編集「地方財務実務提要」（全３巻）の「五章　支出　二節　支出科目」４０２０ページの記載ですが、全３巻で25,000円、市役所にも２セットあるかどうか、という代物です。つまり、この例の送料にならい、「本の単価に占めるバーコードの額が小さい場合は本の価格に含めてよろしい」という解釈のようです。また、別の事例回答から、「バーコードだけを買う場合は本の代金とは見なされないため消耗品費となる。」という解釈のようです。
なるほど、と思う一方で、「これに書かれていることは法的拘束力があるわけでなく、裁判で勝てるかどうかは不明」という説もあります。行政事務は生き物で時代の変化とともに変わっていくことは私たちも経験してきました。この解釈はあくまで現時点のもので未来永劫のものではなく、新しい標準を作っていくのは、やっぱり現場の声なのではないかとあらためて思うわけです。


















問　地方公共団体の行政事務の執行上必要とされる物品（需用費）を発注し、物品が納入され、債権者から物品の請求○○円、送料○○円を含めた合計○○円の請求書を受けた場合、物品については、需用費から支出して正当であるが、送料についての支出科目は、次のどれに該当するか。


　　(1)需用費から支出


　　(2)役務費から支出


　　　～略～


答　厳密に言えば、「役務費」でしょうが、需用費から一括して支出しても差し支えないでしょう。





①執行決議書に記載される「定価」と、書籍本体の定価は異なることになるが、問題はないのだろうか、


②情報ボックスのある学校とそうでない学校では、同じ書籍でも決議書上の単価が異なることになるが、問題はないのだろうか、


③寄贈図書にバーコード処理をする場合は、現状消耗品費で決済しているが、それなら通常もそうしていいのではないか








